
日本一の健康長寿県構想による
高知県の取組

平成28年10月20日
平成28年度 地域・職域連携推進関係者会議 高知県健康政策部健康長寿政策課

企画監 谷 聡子



本日、事例報告させていただくこと

・日本一の健康長寿県構想

・地域・職域連携の取組み

・官民協働による「高知家健康パスポート事業」



日本一の健康長寿県構想

年 度 構想の変遷
H21 第1期策定
H22 第1期改定版
H24 第2期Ver1
H25 第2期Ver2
H26 第2期Ver3
H27 第2期Ver4
H28 第3期Ver1

｢日本一の健康長寿県構想｣とは、保健医療福祉に関する各種計画をトータル
でコーディネートし、取組を加速度的に実施するもの。

こちらのURLから詳しくご覧になれます。
http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/131601/2015061600081.html

（構想冊子）

（概要版）



日本一の健康長寿県構想のPDCAサイクル

日本一の
健康長寿県構想
推進会議

2月
構想改訂 6月

第1回推進会議
取り組み状況
の確認

9月
第2回推進会議
課題の洗い出しと
バージョンアップ
に向けた検討

1月
第3回推進会議
バージョンアップ
の最終協議

10-12月
バージョンアップを図る
施策の予算化



日本一の健康長寿県構想の構成

Ｉ県民自らが病気を予防し、生涯を
健康に暮らす

保
健

Ⅱ県民とともに医療環境を守り育てる 医
療

Ⅲともに支え合いながら生き生きと
暮らす「高知型福祉」の実現

福
祉

第1期～第2期 第3期
•壮年期の死亡率の改善大目標１

•地域地域で安心して住み続
けられる県づくり大目標２

•厳しい環境にある子どもたち
への支援大目標３

•少子化対策の抜本強化大目標４

•医療や介護などのサービス提
供を担う人材の安定確保と
産業化

大目標５
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38位 37位 45位 44位 42位 22位16位9位 21位 21位

男性 女性
平均寿命の推移

男女とも伸びているが、男性は全国より0.７年寿命が短く、全国順位も下位



1位 愛知県

46位高知県

71.74年

69.12年

男性

1位 静岡県

36位 高知県

75.32年

73.11年

女性

出典：H22年厚生労働省 国民生活基礎調査「日常生活に制限のないと回答した人の割合」から算出

健康寿命

全国第１位の県に比べ、男性2.62年、女性2.21年短い。全国順位も下位
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過剰死亡

出典：厚生労働省「平成17年都道府県別生命表」

高知県と全国との死亡数の差

男性は65歳をピークに34歳から69歳までの年齢で、高知県の方が死亡者数が多い



65歳までに亡くなる人数
（LSM:区間死亡率）

人口10万人当たり

全 国

高知県

14,100人

16,500人

不慮の事故28％

肝疾患11％

生活習慣病で37％
脳＞がん＞心

全国との差
2,400人

(人口10万人当たり)

自殺１8％
出典：厚生労働省「平成17年都道府県別生命表」から算出

65歳までに亡くなる人数 平成16年~18年（男性）

・65歳までに亡くなる人数は、全国より2,400人多い
・死因別割合は、生活習慣病が37%



高知県の健康課題

○男性の平均寿命、健康寿命が短い
○働き盛りの死亡率が高い
○死亡原因の約４割は生活習慣病



大目標１：壮年期の死亡率改善に向けた施策

血管病対策の推進
・特定健診の受診率向上
・特定保健指導の強化
・たばこ、高血圧対策
・歯周病予防による全身疾患対策

がん予防の推進
・がん検診の受診率向上

ヘルシー･高知家･プロジェクトの推進

行動目標

体を動かす

健康に食べる健康知識を得る

健診を受ける

健康教育の推進
子どもの頃から健康的な生活習慣を身に
つけるため、学校・家庭・地域が連携した
取り組みを推進

・小･中･ 高校生を対象とした副読本の活用

・ヘルスメイトからの健康教育の拡充

健康づくりに無関心、関心はあるが行動化して
いない県民が、健康づくりに取り組むための仕組
みづくり（官民協働の県民運動)

・環境づくり
職場の健康づくり対策

・個人の健康づくり
高知家健康パスポート事業

がん医療の充実
・高知医療センター 「新がんセンター」の整備

血管病の
重症化
予防対策・治療中断者等への受診勧奨

健康管理に取り組む人が増え、壮年期の過剰死亡が改善する！

(第3期Ver1)



健康づくりの県民運動｢ヘルシー･高知家･プロジェクト｣
高知家の家族一人ひとりがヘルシーなライフスタイルを描いて､実現できる環境を
目指し、官民協働の県民運動として「ヘルシー･高知家･プロジェクト」を展開

環境づくり
◆職場の健康づくり対策
◆生涯を通じた健康づくりの総合啓発（テレビCM等）
◆量販店と協働した減塩プロジェクトの推進
個人の健康づくり
◆高知家健康パスポート事業
◆「たばこ・高血圧」を重点にした指導啓発
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出典：平成26年経済センサス
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出典：平成27年国勢調査抽出速報集計

産業（大分類）
｢卸売業,小売業｣、｢医療,福祉｣の
割合が全国に比べて高い



職住近接

出典：平成22年国勢調査

自市区町村で従業・通学する割合

高知県 75.8％

大阪府 37.8％

東京都 32.5%

全 国 53.7％



高知県の特有な産業構造

○中小・零細企業が多い
○農林漁業の占める割合が多い
○｢卸売業,小売業｣、｢医療,福祉｣が多い
○職住近接



高知県の地域・職域連携の取組経過

年 度 協議会名 所 管

Ｈ２～ 勤労者健康づくり推進委員会 労働部局

Ｈ１０～ 勤労者健康づくり推進協議会 健康部局

Ｈ１８～ 健康づくり推進協議会
（地域・職域連携推進協議会） 健康部局



年 度 取組み内容

Ｈ２～

・職場の健康づくりに関するアンケート調査
・健康診断及びその事後措置に関する問題点の把握
・勤労者の健康水準の評価
・各機関、団体の取り組みの共有
・一部の保健所での勤労者健康づくり支援

Ｈ１０～
・生涯を通じた健康づくり支援モデル事業
(H13-14国からの委託事業)

・地域・職域連携協働モデル事業(H15国からの委託事業)
・一部の保健所で勤労者の健康づくりを支援

Ｈ１８～
・特定健診、特定保健指導の実施体制の検討
・福祉保健所ごとに二次医療圏協議会を設置し、管内事業所等の健康づ
くりを支援

・協会けんぽ高知支部と連携して｢職場の健康づくり応援研修会」等を実施



①

協会けんぽ加入事業所
約11,000社

健康保険委員 約1,000人

事業所で健康づくりを
担える健康保険委員の

育成･支援

研 修

情 報
提 供

出 前
事 業

関係機関が発行する広報誌等
との連携

産業保健総合支援センター
地域産業保健センター

労働局･監督署
市町村など

関係機関が主催する
研修会との連携

関係機関が提供する
支援サービスとの連携

各研修会等を通じて
健康保険委員等との

パイプを強化

常に健康づくりの重要性を呼びかける

健康保険委員
の委嘱拡大

★協会けんぽからのお知ら
せ(毎月11,000社に発行)

★職場の健康づくり応援研
修会(福祉保健所ごとに
開催)

★高血圧対策や運動指導の
講師派遣、健康機器の貸
出し等

事業所の健康課題に応
じて幅広い専門的支援

を協働実施

②

③

労働基準協会
産業保健総合支援センター
建設業労災防止協会

労災防止団体協議会など

★県と協会けんぽとの連携事業
（協会けんぽ高知支部と「健康づくり推進のための包括的

連携に関する協定」を平成27年７月13日に締結）

労働局･監督署
産業保健総合支援センター
健診機関・業界団体など

職場の健康づくり対策（協会けんぽとの連携）



高知家健康パスポート事業
現状と課題
１ 健康づくりに取り組むきっかけづくりが必要
・健康的な保健行動(運動する、野菜を摂取する) をとる県民が増加していない。
・「平成24年度県民世論調査」によると、健康づくりに取り組む必要性を感じている人は約
９割いるものの、取り組んでいない人が約４割の現状

２ 医療保険制度におけるインセンティブ強化の動き
・H27年5月施行の医療保険制度改革において、保険者(市町村､協会けんぽ等)が加
入者に対してインセンティブを提供する取り組みが努力義務として位置付けられた。

・保険者のインセンティブ指標を検討した国の検討会報告書でも、予防･健康づくりへのヘ
ルスケアポイント等によるインセンティブ付与の取り組みが加点の指標として位置付けられた
ところ。(保険者の努力を判断し､市町村国保では特別調整交付金によりH28年度から評価)



高知家健康パスポートの概要

健康パスポート事業と保険者のインセンティブ事業の関連図

健康パスポート事業（県）

健康パスポートを
保険者が活用

ヘルスケア
ポイント事業
（△△健保）

□□町いきいき
ポイント事業
(□□町)

○○市健康
マイレージ事業
(○○市)

県がパスポートを発行
（プラットフォームの構築）
（協力店での割引等の特典）

ヘルスケアポイント付与
（ポイントに応じた特典）

事業未着手
（◇◇町）

■健康づくりの県民運動を見据えた事業展開
・予防・健康づくりのプラットフォームとして県が事業展開

■県民が取り組みやすい制度設計
・健康パスポートを取得しやすいポイント数を設定

■インセンティブを県と保険者の双方が提供
・県と保険者によるダブルインセンティブ事業の展開



使うほど 元気になれる 健康へのパスポート



(申請方法は3種類)
･郵送による申請
･インターネットによる申請
･市町村窓口等への申請

健康パスポートを活用したインセンティブの提供

特典その１（県）

健康パスポートを申請

申請

健康パスポートを取得

郵送やスマホ
から申請可能

特典その２（県）

特典その３（保険者）

協力店で健康パスポートを提示する
だけで特典が受けられる

健康パスポート所有者で更にポイント
を貯めた方を対象に健康的な商品が
当たる抽選会を半期ごとに開催

保険者が独自のインセンティブ事業を
実施し､特典を提供(例:健康パスポー
トに○ポイント貯めると500円の地域
商品券をプレゼント)

企業協賛
により健康的

な商品を
提供

活用

健康パスポート事業
のPR

市町村
健診会場
協力店等
でのPR

ポイント
を貯める

健診を受ける
･特定健診
･がん検診
･生活習慣病予防健診
･人間ドック など

知る・参加する
･健康づくり支援薬局の
利用

･市町村の健康イベント
への参加

･献血 など

楽しく動く
･公的機関が運営する
プール、ジム、体育館等

･ゴルフ場、テニス場、ボウ
リング場の利用 など

身近なエリア
でポイントを

取得

普段の
健康づくりで
ポイントを

取得

量販店 スポーツジム 温泉

野菜等の詰め合わせ 減塩調味料 人間ドック受診券

市町村では
健康パスポート
を活用した事業

を検討中
ウオーキング事業 エクササイズ事業 料理教室

参加して
ポイントと
健康知識
を貯める

働き盛り世代
が魅力に感じる

協力店の
特典

健康意識の醸成と
行動の定着化

40~50歳代の
働き盛り世代が
受診する健診

でポイントを付与
(メインターゲット
への働きかけ)

ポイントを
貯めて申請

高知家健康パスポートの取得から活用までの流れ





ヘルシーポイント３枚の仕組み



高知家健康パスポート ホームページ



高知家健康パスポート 参加施設(H28.8月末)

・ヘルシーポイント付与協力施設
80イベント95施設

・特典協力施設
86社205施設



高知家健康パスポート ページ構成



高知家健康パスポート 保険者用ページ



健康パスポート所有者限定のプレゼントキャンペーン



高知家健康パスポートの今後の展開について

・健康パスポートを活用した保険者による
インセンティブ事業の展開

・健康パスポート参加施設の充実

・健康パスポート｢Ⅱ｣への仕掛け



高知県はこれかも積極的に
市町村や保険者との連携協調、
官民協働の健康づくりに取り組みます。

ご清聴ありがとうございました。


